
2021・1・30 おでん 推敲過程 全80句 40行2段9.5ポ < 1 > 桐９ 

灯の電車背後を通るおでん酒 2018. 1.18

おでん屋の背後を通る灯の電車 2020.11.13

おでん屋のテレビに「地球最後の日」 2018. 1.19

ビニールで囲む屋台のおでんかな

おでん屋のビニール囲ひ曇りたる

おでん屋を囲むビニール曇りたる

おでん屋を囲むビニールごはごはと

2018. 1.28

おでん屋をごはごはビニールで囲む 2018. 2. 9

おでん屋をビニール囲ひごはごはと 2018. 2. 7

おでん屋のビニール囲ひごはごはと 2018. 1.29

おでん酒ぐびぐび飲んで寝るとせむ 2019. 1.30

日めくりも寂しくなりぬおでん酒 2019.12.22

日めくりの寂しきころや日記買ふ

日めくりも寂しくなりぬ日記買ふ

2019.12.20

ぷくぷくとおでんの中のゆで卵 2019.12.22

ぷかぷかとおでんに浮ぶ卵かな

ぷかぷかとおでんに浮ぶ茹卵

2020.11.12

ぷかぷかとおでんに遊ぶゆで卵 2020.11.13

息災やおでんの中のゆで卵 2019.12.22

ぷかぷかとおでんに遊ぶ茹卵 2020.11.13

おでん屋の種が自慢の小漁港

おでん屋の種が自慢の港町

2020.11.12

おでん屋の種の薀蓄港町

おでん屋の仕入れ自慢の港町

おでん屋が種を競へり港町

おでん屋の種を豊かに港町

2020.11.13

もれいづる光と小声おでんの香

おでん

もれいづる光と声とおでんの香

2020.11.12

この辺のおでん屋の灯の四角なり

おでん屋の小さな屋根に雪降り積む

おでん屋の小さな屋根に雪降り初む

おでん屋の小さな屋根に雪が舞ふ

おでん屋の小さな屋根に積る雪

おでん屋の小さな屋根の粉雪かな

おでん屋の小さな屋根の細雪

おでん屋の小さな屋根に降る雪ぞ

おでん屋の小さな屋根に白く雪

おでん屋の小さな屋根に積るなり

おでん屋の小さな屋根に積りつつ

おでん屋の小さな屋根に初雪が

おでん屋の小さな屋根が雪に帰る

おでん屋の小さな屋根や雪の帰路

2020.11.12

おでん屋の小さな屋根も積りつつ

おでん屋の屋根が階下に見ゆるかな

おでん屋の小さな屋根も積り初む

2021. 1.18

おでん屋に刑事と新聞記者とかな 2020.11.12

おでん屋に刑事来りてコート脱ぐ 2020.11.13

おでん屋の裏へ廻りし刑事かな

おでん屋の裏へ廻りし刑事二人

2021. 1.18

おでん屋を通夜の帰りが通り過ぐ

おでん屋の前を過ぎ行く通夜帰り

2020.11.12

おでん屋の前を通りぬ通夜帰り 2021. 1.19

おでん屋を守るべく背が並びをる

おでん屋を守るが如く背が並ぶ

2020.11.12

おでん屋の主が四番バッターで 2020.11.13

おでん屋が八割打者でピッチャーで 2021. 1.19

酔へば良くしやべることよのおでん酒 2020.11.13

おでん屋が明日の試合に早仕舞 2021. 1.19

饒舌になりしや雪のおでん酒

雪よりも静かになりしおでん酒

おでん屋の人ら饒舌雪の夜

おでん屋の人の饒舌雪の夜

雪を来し人の饒舌おでん酒

2020.11.13

出汁となり出汁の沁み入るおでんかな

出汁となり出汁の沁み入るおでんの具

2021. 1.12

自らも出汁となりつつおでんの具

おでん

自らの出汁も効かせておでんの具

2021. 1.19
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これしきのおでんの酒に酔ひしれて

これしきのおでんの酒に酔ひつぶれ

2021. 1.18

あくまでも酒は従なりおでん酒

図らずもおでんを食へばおでん酒

図らずもおでんの友のおでん酒

おでんには寄り添ふやうにおでん酒

おでん食ふ寄り添ふやうにおでん酒

寄り添うておでんの皿におでん酒

寄り添うやおでんの皿におでん酒

おでん食ふ人に寄り添ふおでん酒

寄り添ふやおでんの人におでん酒

おでん酒おでんの人に寄り添ひぬ

2021. 1.18

おでん

貧しさと違ふ寂しさおでん酒 2021. 1.19


